事業のビジョン

物流は３K職場（汚い、きつい、危険）と言われるくらい、嫌われている
だれもその職に就きたがらない
ところが商品を「つくる、仕入れる、売る」の事業をしている企業から見れば、ロジスティクスは企業存続のベースになる

物流の３K職場はRPA（ロボテック、プロセス、オートメーション）の発送や投資が行われて、生産性は上がってきた
ところが物流の生産性を企画、モニタリング、改善するロジスティクスはCSRやDX、
ＡＩなどの発展に追従できない（先進国の中でも日本の物流・ロジスティクスは標準化が遅れている）

ＳＩＰ（戦略的革新プログラム）やＰＩ（フィジカルインターネット）などのシステムや仕組みだけ真似しても効果は期待できない
なぜなら、日本は標準化が遅れているから、しかも企業単位にその仕様が相違している

（株）ＢＢＦ（Business Brain For U）、どの企業にも共通するサステイナブルの考え方の浸透と、そのステップを情報発信する
大手企業のみならず、中堅企業、ネットショップ、流通業や小売業、元請け企業（３PL）などの社内では誰も教えてくれなくなった、教えられなくなった事を、当社が代行する事で持続可能なサステイナブルを提唱する
